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㸯 ࡵࡌࡣ 

人工知能の大幅な進歩等により，新たな変化に受身で対処す

るのではなく，主体的に向き合える人間を育成することが求め

られている。平成２９年３月に公示された新学習指導要領では，

「何を学ぶか」ということと共に「どのように学ぶか」という

ことが問われており，児童・生徒の「主体的・対話的で深い学

び」の実現に向けた授業改善を進める必要がある。�

また，社会の急速なグローバル化の進展の中で英語力の充実

が求められており，外国語が教科化され，３学年から外国語活

動を学習することになる。�

このような変化に教員は対応していく必要があるが，何のた

めの授業改善なのかを理解しないまま，主体的や対話的といっ

たことを前面に押し出すと，特定の型に合わせた形式的な授業

や，活動あって学びなしと揶揄される授業に陥ることが危惧さ

れる。�

本稿は，教員に求められる資質能力のうち，特に授業力の向

上について焦点をあてて取組を紹介するとともに，教員の授業

力向上に向けた研修のあり方を提案するものである。�

㸰 ᮏᰯࡢᴫせ 

本校は，昭和４５年に開校し，今年４９年目を迎えた。児童

数１８９名，通常学級６クラス，特別支援学級２クラスの小規

模校である。ＪＲ熊谷駅から徒歩５分の立地にありながら，校

庭の芝生化により緑多い恵まれた環境にある。県費負担教職員

１４名のうち，教諭が１０名であるが，中堅教員等資質向上研

修（１０年次研修）が修了していない教員が８名であり，うち

５名は採用５年未満である。�

㸱 ᮏᰯࡢㄢ㢟 

前述のようにミドルリーダーが不在であり，校内研究を推進

する人材が不足している。�

主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善については，その

必要性は認識しているものの，日々の業務に追われ，その方向性

を見いだせずにいる。授業中にペアトークやグループ学習を取り

入れることは共通理解されているが，その中で，考えの交流をし

たり，新しい考えを生み出したりすることが不十分である。�

外国語活動については，担任が主導して授業を進めようとし

ているが，ＡＬＴに頼る部分も多く，学習形態が確立されてい

るとは言い難い状況にある。�

㸲 ᤵᴗᨵၿࡢ᪉㔪 

授業改善を進めていくためには，備品の整備や研修で管理職�

 
 
 
 
 
�

の先導が必要になるが，管理職が前面に出すぎると押し付けら

れたと感じ，授業改善に結びつかない。教員一人一人が授業改

善の必要性を強く認識するとともに，自分の授業が変わったと

実感することで授業改善が進んでいくと考える。�

主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善の方針について

は，「主体的・対話的で深い学びの実現� ６則」を参考に以下の

ように職員に示した。�

○主体的な学び…学習活動を見通し，振り返り，課題を解決

していこうとすること�

○対話的な学び…学び合い等，他者と協働すること等によっ

て，多様な見方・考え方を学ぶこと�

○深 い 学 び…見方・考え方を働かせて，自分自身の次の

課題を見つけること�

授業改善の第一歩は，「主体的な学び」を実現することである。

主体的な学びを実現することで，児童が進んで学ぶようになる。

そのことで，児童が考えの交流をしたり，新しい考えを生み出

したりする「対話的な学び」が充実する。結果として「深い学

び」が実現される。�

児童の振り返る確認することで，自分の授業が児童の主体的

な学びとなっているかが明確になる。児童が自分の変容を振り

返れるようにするためには，授業の初めの自分の姿と終盤の自

分の姿を比較する必要がある。授業の初めにどんな見通しをも

って課題に取り組もうと考えたのかを記録することで，適切に

授業を振り返れるようになる。したがって，一単位時間の授業

や単元の中で，見通しと振り返りに着実に取り組むことが第一

に必要である。�

また，「対話的な学び」の実現に向けては，学級経営の充実が

求められる。対話的な学びでは，自分の考えを発信すること，

他人の考えをしっかり聞くことが必要条件となる。学級会を充

実させ，児童が自分の考えに自信をもって発信できたり，様々

な考えを比較・検討して折り合いをつけたりできなければ，対

話的な学びは実現しない。�

対話的な授業では，多くの意見が出されたり，その意見を集

約したりして授業が展開される。その際には，各教科の見方や

考え方を働かせなければ，意見に根拠をつけたり，より良い考

えに収束したりすることはできない。主体的・対話的な学びが

実現すれば，その学びは「深い学び」につながっていく。�

㸳 ᤵᴗᨵၿྲྀࡓࡅྥ⤌ 

����外国語活動の充実に向けて�
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外国語活動の授業の充実に向

けて，３年生以上の教ᐊにࣔࢽ

⨨をタࣅࣞࢸーとしての大型ࢱ

した。また，年ᗘの初めに指導

者をᣍ⪸し，外国語活動の授業

のあり方について校内研修を⾜った。�

これにより，ＡＬＴに頼ることなく，ࢱࢪࢹル教材を活用し

て担任が自信をもって授業に⮫む姿が多く見られるようになっ

た。�

ಊैڅָ ���  ࣰ
学校経営方針に学級活動（話合い活動）の充実をᥖࡆ，話し

合える学級సりを目指している。特活主任に様々な学級会グࢵ

，ートのなどを示したりした。またࣀを紹介したり，学級会ࢬ

提案理⏤の᭩き方やィ⏬ጤ員会のもち方等を指導し，学級活動

（１）が適切に⾜えるように指導した。�

これにより，各担任の話合いに向けた意識が㧗まり，適切な

学級活動が見られるようになった。�

����学校研究課題のタ定�

学校研究課題を「自ら進んで考え，解決しようとする児童の

育成㹼⟬数科の授業を通して㹼」とした。それは，以前から本

校の⟬数の授業スࢱルが，「問題Ѝ課題Ѝ見通しЍ自力解決Ѝ

⦎り上ࡆЍまとめЍ適応問題Ѝ振り返り」と共通理解されてお

り，見通し，振り返り，⦎り上ࡆといった，主体的・対話的で

深い学びにつながる要⣲を見┤すことで，授業改善につながる

と考えたからである。�

����研究組⧊�

校内研究の組⧊を以下のように定めた。�

�

�

�

�

�

ᐙ庭学習研究部はᐙ庭学習のᡭᘬきのస成を，環境整備部は

⟬数教ᐊ等のᥖ示≀のస成を担ᙜし，ప・中・㧗のࣈロࢵクで

指導案検討等の授業研究にあたれる組⧊とした。ᐙ庭学習のᡭ

ᘬきや校内ᥖ示等で研修の成果が形にṧるようにする方が，教

員のࣔ࣋ࢳーࣥࣙࢩを上ࡆると考えたからである。�

また，ప・中・㧗のࣈロࢵクで指導案を検討することにし，

教員が�ᅇ以上の授業研究のための授業公開をすることと，ప・

中・㧗のࣈロࢵクで授業研究会に指導者をᣍ⪸することにした。�

����校内授業研究会�

ኟఇみ前に㧗学年ࣈロࢵクで指導者をᣍ⪸し，校内授業研究

会を実した。授業者は，解決の見通しをもたせたうえで自力

解決をさせ，学級体でよりよい解決方ἲを⦎り上ࡆ，終ᮎに

は，授業の振り返りを⾜うことができた。�

しかし，解決の見通しが「こうすれば，問題が解けそうだ」

ということに終ጞし，「自分には解けそうだ」とか，「自分には

できないかもしれない」といった自分を主語とした見通しとは

ならなかった。そのため，終ᮎの振り返りについても「今日は，

○○について分かった」といった，まとめをなࡒる振り返りに

なってしまった。授業ᚋの研究協㆟会では，指導者から見通し

と振り返りについて，次のような指導があった。�

○見通しを児童員で考えるこ

とで，児童のᛮ考を㐽る結果

となるሙ合もある。�

○振り返りは，まとめではない。

学びのとらえ┤しであり，学

習の足㊧が見えるような振り返りとなることがዲましい。�

今ᅇの校内授業研では，Ꮚ౪の学びが確かであったことを実

感したり，Ꮚ౪の変容が見えるような振り返りを見たりするこ

とができずに，振り返りの意⩏を十分に実感するには⮳らなか

った。�

㸴 ᚋࡢㄢ㢟�

今ᅇの授業研究会で意ᅗした見通しと振り返りが見られなか

ったのは，⟬数の授業でᚑ᮶から⾜われてきた見通しと，ここ

で㔜どしたかった見通しの㐪いを理解させられなかったことに

㉳ᅉすると考える。⟬数の授業では，解決のための見通しを立

ててから自力解決にあたる。しかし，見通しをもてない児童の

ために「こうすれば解けるのではないか㸽」とか「以前学習し

た○○がえそうだ」といった児童の意見を共᭷してしまう。

このような見通しは，主体的に学ぶための見通しとはならない

のではないだࢁうか。�

自分には解決できそうもなかった課題が，他の児童の発言な

どによりできたという実感（自分の変容の実感）がもてるよう

にするためには，「自分は課題を解決できそうなのか」といった

自分を主語とした見通しが必要になる。ᚑ᮶からの見通しと，

学びを実感させるための見通しの㐪いの理解が進むことが授業

改善の㐨であると考える。�

また，⟬数で取り組んでいる授業改善が他の教科にᗈがって

いくことが必要である。学級活動で児童がᇵった他の人の考え

を㋃まえながら話し合える力を，⟬数だけではなく他の教科で

も活用できるようしていくことが，主体的・対話的で深い学び

につながっていくと考える。�

㸵 ࡾࢃ࠾ 

ẖ年のように教員の平ᆒ年㱋が下がっているが，児童の学力

向上のためには，授業の質をⴠとすことはできない。教員の授

業力向上のために管理職が果たすᙺは，㠀常に大きい。児童

の変容を自らのࣔ࣋ࢳーࣥࣙࢩとして，自ら学ぶ教ᖌを育成す

ることこそ管理職の㔜大な㈐務であると考える。�
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                    ᥦ⪅  ⾜⏣ᕷ❧ἙཎᑠᏛᰯ㛗 ΎỈ ⌮Ꮚ 

研究ႀ֖　（Ⅲ）　指導・育成

ల˓ش会　研究・研ਘ

研究هఴ　学校の教育ႁを࢜ષさ̵る研究・研ਘの推進

ণത

Ӳ　΅λςͺΑΞȜΐに؊̲たࠐ営४حփেをもた̵る研ਘの推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提案者　　࣐田市立ཤࡔع小学校長　　ୄ　କ　ၑ子
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１� はじめに�

人工知能（$,）の飛躍的な進化等，これからの社

会は予測が困難な時代となっている。そのような時

代に子供たちが力強く対応できるよう，学校教育に

は，子供たちが様々な変化に積極的に向き合い，他

者と協働して課題を解決していくことや，様々な情

報を見極め知識の概念的な理解を実現し情報を再構

成するなどして新たな価値につなげていくこと，複

雑な状況変化の中で目的を再構築することができる

ようにすることが求められている。�

� これらのことは，本来，我が国の学校教育が大切

にしてきたことであるものの，教師の世代交代が進

むと同時に，学校内における教師の世代間のバラン

スが変化したため，教育に関わる様々な経験や知見

をどのように継承していくかが課題となっている。�

� 各学校では，これらの様々な課題に対応するため

に，校長のリーダーシップはもちろん，様々な世代

の教職員がチーム学校として，協働できることが重

要となってくる。特に，ミドルリーダーは，今後，

ベテラン教員の減少と若手教員の増加等によるアン

バランスな組織において，管理職の意を体し，学校

運営の中核を担うとともに，若手教員の手本となる

重要な立場となる。本研究は，このミドルリーダー

の育成を目的としたものである。�

２� 地域と学校の概要�

� 新座市は，埼玉県の南部に位置し，東京都と隣接

している。市内には，小学校は１７校，中学校は私

立中学校を含めると８校。また，３つの大学と５つ

の高校がある学園都市である。また，平林寺や黒目

川等の自然豊かな風景と新座市を横断している国道

２５４号線や -5 武蔵野線に代表される交通網によ

る都会の利便性を併せ持つ都市でもある。特に，本

校の学区は西東京市と隣接していながら，黒目川と

その岸を華やかに彩る桜並木や名水百選に選ばれた

妙音沢のせせらぎといった自然を堪能できる地区で

ある。本校の目の前にある桜並木は名所となってお

り，春はお花見で訪れる者が後を絶たない。�

� 本校は，昭和４３年に開校し，今年で５１年目を

迎えた歴史ある学校である。市内には本校より先に

開校した学校は３校あるが，いずれも明治の学制発

布により開校した学校であるため，第四小学校が昭�

�

�

�

�

�

�

�

和になってから新座市で初めて開校した学校である。�

� 学校教育目標は，「よく考え学ぶ子」「じょうぶで

たくましい子」「心の豊かな子」であり，知・体・徳

のバランスのとれた生きる力の育成を目指している。

また，チーム四小として「みんなが照らし，みんな

が輝く，新座第四小学校」の言葉のもと，教職員が

一丸となって教育活動に取り組んでいる。今年度か

らコミュニティ・スクールとなり，学校運営協議会

の委員の方々とともに，児童の幸せのため教育活動

に邁進しているところである。平成３０年５月１日

現在，学級数２１，児童数６８５名の大規模校であ

る。�

３� 実践の概要�

���� 研究のねらい�

ミドルリーダーとは，学校におけるチームとして

の実践に対し，中核となってリードできる教職員で

ある。また，ミドルリーダーには，教科指導，学級

経営や生徒指導等の力量はもとより，これからの学

校教育への確かな展望企画力や調整力など組織をま

とめ，教育活動を推進していく力が求められる。�

校長は，ミドルリーダー育成のため，教頭・主幹

教諭等に適切な指導や助言を行わせるとともに，校

務分掌を意図的に充て，組織の中核となれる機会を

設ける等，リーダーとしての資質能力を高めること

が重要である。�

このような視点に立ち，確かな展望をもち，自ら

判断し行動できるミドルリーダーの組織的・計画的

な育成を図る上での，校長の果たすべき役割と指導

性を究明する。�

���� 研究の方法�

平成２９年度における自校の具体的な実践をと

おしての研究�

���� 研究の概要�

①� 人材育成計画で数年後を見通した指導を進める。�

ミドルリーダーには，数年先に起こりうる事象

について先見の明をもつことで計画的に学校運営

に参画してもらいたいとの希望がある。そういっ

た一歩高い位置から教育活動を見ることで，これ

まで見えなかった新しい視野が目の前に広がる。

そのために，個々の教職員のライフステージを見

越した計画書を作成し，人事異動の時期や研修計

研究領域� （Ⅲ）� 指導・育成�

第８分科会� リーダー育成�

研究課題� これからの学校を担うリーダーの育成�

視点�

①� 確かな展望をもち行動できるミドルリーダーの育成�

提案者� � 新座市立第四小学校長� 森� � 聖� � �

研究ႀ֖　（Ⅲ）　指導・育成

ల˔ش会　ςȜΘȜ育成

研究هఴ　̭ͦかͣの学校を̠ςȜΘȜの育成

ণത

ӱ　ږかなജབをも̻࣐൲́きるηΡσςȜΘȜの育成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提案者　　新ज市立లঅ小学校長　　૩　　　　　
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画（年ḟ研修・中期研修・長期研修等）をたてる。

そして，㠃ㄯ時にᥦ・協議しながら，数年先の

見通しを意識させ，日々の指導・助言にᙜたる。

その㝿，経験年数に応じて，３年または５年先，

１０年・２０年

先の自らのጼを

イ࣓ージさせ，

それまでにどの

ような力を，ど

のような機会で

㌟にけていく

か等を考えさせ

る。�

ղ� ㈐௵ある࣏ジシࣙンや役割を௵せる。�

ミドルリーダーが管理職の意を体し，ベテラン

と� 若手のつなぎ役として活躍する組織は，活力

あࡩれたものになる。そのような組織を構築する

ために校長として，ミドルリーダーとして活躍を

期ᚅする者に，㈐௵ある࣏ジシࣙンや役割をえ，

「௵せ，見ᒆけ，ㄆめ，ఙばす」事がᚲ要である

と考えている。�

そこで，教務主௵，学年主௵，生徒指導主௵，

ಖ主事，研究主௵，学力向上推進リーダー，特

ูᨭ教育コーࢹィࢿーࢱー等の学校運営の中核

を担う分掌を௵せる。本校では学年主௵にその自

ぬを持たせるため，指♧ఏ㐩のከくを学年主௵を

とおして学年所ᒓ教員へ࿘知させている。また，

学校運営上の┦ㄯ事も，まず，学年主௵に意見を

⪺くなどし，他の教職員より一歩高い位置でのス

ンスをಖたせている。さらに，その学年主௵をࢱ

助けるための主௵を㓄置し，ベテランが学年主

௵の場合には，主௵にミドルリーダーを㓄置し，

2-7 で職務を学ばせている。ミドルリーダーが学年

主௵の場合は，若手を主௵にⓏ⏝し，ミドルリ

ーダーが若手を育成していくシステムを進めてい

る。他の主௵についても同様で，まず，そのリー

ダーを前㠃にฟしている。教育活動への様々なア

イࢹアがฟされた場合は，ᚲず主௵がᥦしてい

るཎをᨭ持し，そのを持って校で取り組む

よう㓄៖している。�

ճ� +3 を活⏝しእ部へ発ಙする。�

+3 に活躍の様

子をアップする

ことでやるẼを

もたせている。

４月ᙜ初は自ಙ

なさそうな言動

であった者も，

立場が人を育てると言われるよう，一年後には自

ಙを持ってリーダーとして⮫む教職員へと成長を

しており，㢗もしい㝈りである。�

� մ� ᤵᴗ力向上への積極的な取組を推進する。�

� � 校内研修推進委員長，学力向上推進委員長をミ

ドルリーダーから㍮ฟしている。えば，各✀学

力調ᰝの⤖果分ᯒやそれをもとにした数々の対応

⟇の立等を௵せることで，自校の児童の実ែを

⫙でつかむことになる。これが，ミドルリーダー

として一歩高い目線からの視野となり，組織をま

とめていくときの⾡を学ぶことになる。事実，教

員同ኈの働きかけが活発になり，チーム学年とし

て教材研究に取り組むなど，やるẼがࢺ࣎ムアッ

プされてきた。そして，２学期に行われた᭱後の

校内研修会後の３学期には，これまで学んࡔこと

を活かした実

践ᤵᴗを教

員が行い，研

究㞟㘓に㍕せ

るなど，研究

成果を表すこ

ともできた。�

���� 研究のまとめ�

ミドルリーダーとしての自ಙをもって行動でき

るためには，その࣏ジシࣙン等において，中心と

なって具体的な目標と方⟇をもち，年間をとおし

て実践したことを，管理職やベテラン教員が見ᒆ

け，その成果をㄆめていくことが大切である。ま

た，校長として，人事ホ価システムを活かし，ᙜ

初⏦࿌，中間⏦࿌，᭱⤊⏦࿌での㠃ㄯを活⏝する

ことは，大変ຠ果的であるとᤊえている。さらに，

校長からの日々のఱẼないኌがけや⛠㈶，㡹ᙇっ

ているጼをಖㆤ者や地ᇦに発ಙすることもミドル

リーダーのやるẼに大いにつながると考える。�

㸲� �にࡾࢃ⤊

� 校長には，教職員一人一人の育成について，計画

的かつ意図的な方⟇が求められている。とりわけ，

教職員の年㱋バランスの㡬点が若年ᒙへと動いてい

る現在において，特にミドルリーダーの育成は重要

である。�

� 今後も，㈐௵ある立場を௵せ，ㄆめ，助言し⥆け

ることで確かな展望をもち行動できるミドルリーダ

ーの育成を図っていきたい。�

�

�

�
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㸯 ࡵࡌࡣ 

᪂Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿⛣⾜ᮇ㸪ኚࡢ࡞ࡁ௦࡚ࡗ࠶㸪

యⓗ࣭ᑐヰⓗ࡛῝࠸ᏛࡢࡧどⅬࡿࡼᤵᴗᨵၿࡀồ

ᤵࡓ࠼ࡲࡩࢆ᪨ࡢ୰㸪᪂Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿ࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ

ᴗ࡙ࡀࡽ⮬⫋⌮⟶ࢆࡢࡶࡿ࡞࠸ࡣࡾࡃ༑ศ⌮ゎ

ࠋࡿࡁᣦᑟ࡛㐺ษࡾࡼࡇࡿࡍࢆᩍᐊゼၥ࡛ୖࡓࡋ

ࢵࢩ࣮ࢲ࣮ࣜ࠺ྥࡧᏛࡢᒙ୍ࡣ⫋⌮⟶㸪ࡾࡲࡘ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵồࡀᣦᑟຊࣉ
࡚ࡗῶࡀᩍ⫋ဨࡍᣦ┠ࢆ⫋⌮⟶ࡢࡑ㸪ࡽࡀ࡞ࡋࡋ

࠶࡛≦⌧ࡀࡢࡿ࠸࡚࠸⥆ࡀ⋠పಸࡶ࡛┴㸪ᮏࡾ࠾࡚ࡁ

࡛ࡾࡤࡃᣍࢆపୗࡢ㉁ࡢ⫋⌮⟶㸪ࡣ࡛ࡲࡲࡢࡇࠋࡿ

࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿ࠶ࡀࢀᜍࡿࡀ࡞ࡘ༴ᶵࡢ㸪Ꮫᰯࡃ࡞

࡞⫋⌮⟶ᑗ᮶ࢆᩍ⫋ဨࡢᰯ⮬㸪ࡣࡎࡲ㸪ࡵṆࡅཷ

ᡂ⫱࡚ࡋ㸪⟶⌮⫋ேᮦࡋ࡞ࡳࡿ࠶࡛⪅㇟ᑐࡿᚓࡾ

 ࠋࡿ࠼⪄࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞࠸࡚ࡋ
 
㸰 ᮏᰯࡢᴫせ 

 ᮏᰯ㸪ᮡᡞ⏫❧ἨᑠᏛᰯࡣ㸪ᪧᮡᡞ⏫❧ᱜᑠᏛᰯ

㛤ᰯ㸳㸮࿘ᖺࡾࡼྜ⤫┠ᪧᮡᡞ⏫❧㇏ᒸᑠᏛᰯྡ

 ࠋࡿ࠶Ꮫᰯ࡛ࡓ࠼㏄ࢆ
 ᇸ⋢┴ᮡᡞ⏫ࡶ᭱ࡢᮾ⨨ࠋࡿ࠸࡚ࡋᮾࡢỤᡞᕝ

ࡢ⏿ⷃ㯏ࡣ㸪ࡾ࠶༓ⴥ┴㔝⏣ᕷ࡛ࡣࡇࡑࡿΏࢆ

ⓑ࠸ⰼࡀぢဏࡁࡿኚ⮬↛㇏࡛㸪࡞ࡢ⎔

ቃࠋࡿ࠶ඣ❺ᩘࡣᮏᖺᗘ㸰㸮㸮ྡࢆࡾ㸪ᚋ㸪ຍ

㏿ᗘⓗῶᑡࡁ࠸࡚ࡋ㸳ᖺᚋࡣ㸯㸮㸮ྡࢆ࠸ࡿ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ ண࠺
 㸱㸮ᖺ๓㸪༞ᴗไస࠺࠸ᙧ࡛ࡓࢀࡽࡃࡘᏛᰯࢩࡢ

࣎ࣥ ᘧྂ௦ఫᒃ✰❿ࠕࣝ 㸪ࡾ࠾࡚ࡋ㙠ᗙࡃṇ㛛㏆ࡀࠖ

Ṕྐⓗ㑇㊧ࡀከᩘⅬᅾࡿ࠸࡚ࡋ≉ᚩࡋ⏕ࢆ㸪ྂ௦Ꮫ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋᒎ㛤ࢆᩍ⫱άືࡿ࠶Ⰽ≉ࡢ➼ࡾ⚍௦ྂࡸ⩦
 Ꮫᰯᛂᅋཬࡧ㹎㹒㸿άືࡶᐇࡾ࠾࡚ࡋ㸪ಖㆤ⪅

 ࠋࡿ࠶Ꮫᰯ࡛ࡢ❧ᆅᇦࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠼ᨭⓙᵝࡢᆅᇦࡸ
 Ꮫᰯࡢᩍ⫱┠ᶆࠕᚰ㇏࠸ࡋࡲࡃࡓ࡛Ꮚࠖࡢᐇ⌧ࢆ

┠ᣦࡋ㸪ࢆࡉ࡞ࡽࢃࠕฟⓎⅬࡓࡋᏛ࠸ྜࡧ ࡾྲྀࠖ

 ࠋࡿ࠶࡛ࢁࡇࡿ࠸࡛ࢇ⤌
 
㸱 ◊✲ࡢᴫせ 

࣐࣮ࢸࡢ✲◊  (1)   

㔊ᡂࠖࡢႠཧ⏬ព㆑⤒ࡪᏛࡽᛶྠࠕࢆ࣐࣮ࢸ  

ᡂ⫱ࢆᩍ⫋ဨࡢ࡚ࡍ㸪ࢫ࣮࣋ࢆ㸪ᰯෆ◊ಟࡋ

 ࠋࡓࡋ㇟ᑐࡢ
(2)  ◊✲ᑐ㇟⪅㸦⫱ᡂᑐ㇟⪅㸧  

  ᮏᰯࡢ┴㈝ᩍ⫋ဨ㸯㸲ྡࡣ㸪௨ୗ࡞࠺ࡼࡢᖺ㱋࡛

 ࠋࡿ࠶ᖹᆒᖺ㱋㸲㸯㸬㸱ṓ࡛ࠋࡿ࠶
  ࣭ᩍ㢌㸦᪂௵ᩍ㢌㸧㸲㸰ṓ ⏨ᛶ 
  ࣭ᩍㅍ㸦᪂௵ᩍົ௵࣭Ⓩ㍕⪅㸧㸳㸯ṓ ዪᛶ 
  ࣭ᩍㅍ 㸳㸮ṓ௦ ዪᛶ 㸯ྡ 
      㸲㸮ṓ௦ ዪᛶ 㸰ྡ 
      㸱㸮ṓ௦ ዪᛶ 㸱ྡ 
      㸰㸮ṓ௦ ⏨ᛶ 㸱ྡ 
      㸰㸮ṓ௦ ዪᛶ 㸯ྡ 
  ࣭㣴ㆤᩍㅍ 㸰㸮ṓ௦ ዪᛶ 㸯ྡ 
  ࣭ົ⫋ဨ 㸳㸮ṓ௦ ⏨ᛶ 㸯ྡ 
ᴫせࡢ✲◊  (3)   
⌮⟶㸪࠺ࡼࡿ࠶ࡀゝⴥ࠺࠸ࠖࡾ࡞ேࡣ⫱ᩍࠕ  

ࡇࡿ࠸࡚ࡗ㡸ࡽ⪅ಖㆤࢆࡶᏊ࡞ษ࡚ࡋ⫋

Ꮚࡢ๓ࡢ┠㸪࠸㸪ࡤࡽ࡞ࡿ࠼⪄࡚࠼ࡲ㋃ࢆ

ᩍᐊࡢ๓ࡢ┠㸪ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿぢྲྀ☜ⓗࢆ㐩ࡶ

㸪࠸ࡼࡽࡓࡗぢྲྀࢆ㐩ࡶᏊ࠺ࡼࡢࡽᐇࡢ

ぢྲྀࡢࡾຊࡢ⫱ᡂࡀᛴົ࡛ࡿ࠶ᤊࠋࡿ࠸࡚࠼ 
ࠖࡪᏛ࠺ࡼࡢࠕࡣ㸪᪂Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿࡛ࡓࡲ 

࡚ࡵࡣᙜ࡚ᆺࠖࠕࡢᐃ≉ࡣࢀࡑ㸪ࡾ࠾࡚ࡋᙉㄪࢆ

ᣦᑟࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡇ࠺⾜ࢆᚲせ࡞Ꮫࡢࡧᅾࡾ᪉ࢆ⤯

ࡅ࡞࠸࡚ࡡ㔜ࢆᕤኵ࣭ᨵၿࡢ㸪ᤵᴗ࠼⪄ࡃ࡞㛫࠼

ࡶᏊࡿ࠸࡛ࢇ㸪Ꮫࡾࡲࡘࠋࡿ࠶࡛ࡢ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀ

㐩ࡢጼࢆⓗ☜ぢྲྀࡤࢀࡅ࡞ࡁ࡛ࡀࡇࡿ㸪ኚࡢ

ᤵᴗᨵၿࡿࡍᡂ⫱ࢆຊࡿࡁ㐺ᛂ࡛♫࠸ࡋ⃭

ࢆ㐩ࡶ㸪Ꮚ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠸࡚࠼ᤊ࠸࡞ࡽࡀ࡞ࡘࡣ

ぢྲྀࡿᩍᖌຊࢆ⫱ᡂࡵࡓࡿࡍ㸪௨ୗ㸪ձղࡢ⟇࡛ྲྀ

 ࠋࡿ࠸࡛ࢇ⤌ࡾ
 ձ ᰯෆᤵᴗ◊✲࡚࠸࠾≉ᐃࣉ࣮ࣝࢢࡢᙇࡾ

ࡁ㸪㸯༢㛫㸪ᚭᗏⓗぢྲྀࠋࡿࡅ⥆ࡾ 
 ᖺᗘࡽᏛᰯ◊ಟㄢ㢟୍ࠕࢆே୍ேࡢᏛࢆࡧಖ㞀

ྜࡧ㸪Ꮫ࠸ྜ࠼㸪ᨭ࠸ྜࡁ⫈࠸ᤵᴗᨵၿ㹼ࡿࡍ

ࡽࡾࡣ㸪ᤵᴗ◊✲࡛ࡋ㹼࡚ࠖࡋ㏻ࢆᩍᐊ࠺

㸪Ꮚࡁࡸࡪࡘࡢ㐩ࡶᏊࠋࡃࡾᙇࣉ࣮ࣝࢢࡓࢀ

◊✲㡿ᇦ 㸦Ϫ㸧 ᣦᑟ࣭⫱ᡂ 

➨㸶ศ⛉ ࣮࣮ࣜࢲ⫱ᡂ 

◊✲ㄢ㢟 ࡢࡽࢀࡇᏛᰯࢆᢸࡢ࣮ࢲ࣮ࣜ࠺⫱ᡂ 

どⅬ 

ղ ኚࡢ௦ࡿࡁ⏕ࢆே㛫ᛶ㇏࡞⟶⌮⫋ேᮦࡢ⫱ᡂ 

                        ᥦ⪅  ᮡᡞ⏫❧ἨᑠᏛᰯ㛗 ྜྷ㔝 ▱⨾   

研究ႀ֖　（Ⅲ）　指導・育成

ల˔ش会　ςȜΘȜ育成

研究هఴ　̭ͦかͣの学校を̠ςȜΘȜの育成

ণത

Ӳ　་اのশయを生きる人間性豊かなۯၑ人ऺの育成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提案者　　立ஂ小学校長　　　野　知　美
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ᵝᏊ㸪ࡿࡍࢣ㸪ࡾࡀ࡞ࡘᵝᏊ㸪ࡢᑐヰࡢኈྠࡶ

࣓࡚ࣔࡋᚭᗏ➼ࡾࢃ㛵ࡢ⪅ᵝᏊ㸪ᤵᴗࡿࢀࡉࢣ

ࡀࡧᏛ࡛ࡇ㸪ࡾࡇ㉳ࡀࡧᏛ࡛ࡇࠋࡃ࠸࡚ࡋ

✲◊㸪ࡵ☜ࢆ➼ࡓࡗࡲ῝ࡀࡧᏛ࡛ࡇ㸪ࡓࡋ

༠㆟࡛ࡣ㸪Ꮚࡶ㐩ࡢᅛ᭷ྡモࢆฟࡽࡀ࡞ࡋ㐍࡚ࡵ

ࡶ࠺ၥࢆࡋᝏࡋၿࡢ࡞ᯈ᭩ࡸⓎၥࡢ⪅ᤵᴗࠋࡃ࠸

ᐇࡢጼ㸪ᩍᐊࡢ㐩ࡶ㸪Ꮚࡽࡍࡓࡦࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢ

㸪Ꮫࡣ⪅ᣦᑟࡢᤵᴗ◊✲ࠋࡘࡶࢆጼໃࡪᏛࡽ

ࡢࡾぢྲྀ࡞㸪㐺ษࡁᣍࢆ⪅✲◊ࡿࡍᑓ㛛ࢆ࠸ྜࡧ
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 ࠋࡃ࠸࡚ࡋάࡾぢྲྀࡢ㸪᪥ᖖ࡛ࡇࡃ࠸࡚ࡋ㏉ࡾ
 ղ ≉ูᨭᩍ⫱㸪≉Ⓨ㐩㞀ᐖࡢ࡚࠸ࡘ⌮ゎࢆ 
 ࠋࡍάࡾぢྲྀࡵ῝ 
 ࡚ࡢᩍ⫋ဨࡀ㸪≉ูᨭᩍ⫱㛵୍ࡿࡍᐃࡢ▱  
㆑ࡸᢏ⬟ࢆ᭷ࡀࡇࡿ࠸࡚ࡋྍḞ࡛࡞ࡐ࡞ࠋࡿ࠶

ࢀࡽ࠼⪄ྜ࡛Ⓨ㐩㞀ᐖࡢᐃ୍Ꮫ⣭ࡢ㸪㏻ᖖࡽ

࡞㸪᪥ⓗࡶࡽࡇࡿ࠸࡚ࢀࢃ࠸ࡿ࠸ࡀ❺ඣࡿ

ㄢ㢟࡛ࡾ࠶㔜せࡘྍḞ࡞◊ಟ࡛ࡿ࠶ᤊ࠸࡚࠼

 ࠋࡿ
    ᮏᰯࡢ┠ᣦࡍᩍᖌീࠕࢆࡘ୍ࡢᅔࡓࡗᏊࡣᅔ࡚ࡗ

ᩍࡿ࠼ῧࡾᐤ❺ඣࡕࡓどⅬ࠺࠸ࡿ࠶Ꮚ࡛ࡿ࠸

ᖌࠖᰯࠋࡿ࠸࡚ࡋෆ◊ಟࡿࡅ࠾≉ูᨭᏛ⣭ࡢ

ᤵᴗ◊✲ࡣဨ࡛ཧほࡋ㸪≉ูᨭᩍ⫱≉

⏝ࢆࡳኟఇࠋࡿࡅཷࢆᣦᑟ࡞㐺ษࡽ⪅ᣦᑟࡓࡋ

࣮ࢱ࣮ࢿࢹ࣮ࢥࡢ᪥⛬࡛᪥㒊≉ูᨭᏛᰯࡓࡋ

 ࠋࡃ࠸࡚ࡵ῝ࢆಟ◊ࡋᐇࡶಟ◊ࡿࡼ
ᑠᏛᰯࡽᗂಖࠕࡿࡍദࡢ㸪ᇸ⋢┴ᩍጤࡓࡲ   

ᨭࡄ࡞ࡘࢆ≉ูᨭᩍ⫱◊ಟ࣭බ㛤ㅮᗙࠖࢆ᪂௵

ᩍົ௵ཷࡀㅮ࡛ࡋ࠺ࡼࡿࡁ㸪Ꮫᰯእࡿࡅ࠾◊

ಟࡢཧຍࡶ᥎㐍ྠࠋࡃ࠸࡚ࡋᵝᮡᡞ⏫ᩍጤࡀ

ദࡿࡍኟᏘఇᴗ୰ࠕࡢ≉ูᨭ◊ಟࠖࡢ✚ᴟⓗ

ཧຍࡶ᥎㐍ࠋࡃ࠸࡚ࡋ 
ᐇ㝿ࡢ✲◊ (�)    
 ձ Ꮚࡶ㐩ࢆぢྲྀࡿຊࡢ⫱ᡂ 

ᤵᴗࡢ࡛ࡲࢀࡇ   

◊✲ࡢ㢼ᬒ࠸

ࢁᚋࡢ㸪ᩍᐊࡤ࠼

❧ࡀ⪅ཧ᪉ࡢ

ࡢ⪅㸪ᤵᴗࡧ୪ࡕ

ᵝᏊࢆぢ࡚ࡿ࠸ጼ

ࡓࡗ࠶ⓗ࡛⯡୍ࡀ

࠺ࡼࡢࡀ㐩ࡶᏊࡣ࡛ࢀࡑ㸪ࡋࡋࠋ࠺ᛮ

Ꮫࡿ࠸࡛ࢇぢྲྀ࡛ࡇࡑࠋ࠸࡞ࡁ࡛ࡣࡇࡿ㸪❧ࡗ

ࡢࡿ࡞ࡇ࠺ࡲࡋ࡚ࡆጉࢆ⏺どࡢ⪅ᤵᴗࡿ࠸࡚

࡛㸪ぢྲྀࡢࣉ࣮ࣝࢢࡿ㏆ࢆ⪥ࡾࢃࡍࡃഴࡍࠋࡿࡅ

ࡀࡇࡃẼ࡙࠸ฟࢻ࣮ࢯࣆ࢚ࡢ㐩ࡶ㸪Ꮚࡿ

 ࠋࡿࡁ࡛
   ᤵᴗ⪅ࡣ᪥࡛࣒ࢱࣝࣜࠎኚࡿࡍᏊࡶ㐩ࡢ

ጼࢆぢྲྀࡾ㸪㐺ษ࡚ࡋุ᩿㸪ಶࡋ⌮ᩚࢆ࠼⪄ࡢ㸪

㛵㐃ࡾࡓࡆ࡞ࡘ࡚ࡅ㸪㐺ษ࡞ሙ㠃࡛ධࡋࡾࡓࡋ

ࡢࡽࢀࡇ㸪࡚ࡋ⫋ᑓ㛛ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞࠸࡚

ࡿぢྲྀࢆ㐩ࡶ㸪Ꮚࡶࡵࡓࡿࡍุ᩿▐ࢆࡇ

ຊࢆ⫱ᡂࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞࠸࡚ࡋ 
 ղ ≉ูᨭᩍ⫱࣭Ⓨ㐩㞀ᐖࢆ⌮ゎࡋ㸪ᅔࡿ࠸࡚ࡗ

Ꮚࢆ㐺ษぢྲྀࡃ࠸࡚ࡗຊࡢ⫱ᡂ 
≉ูᨭᩍ⫱ࡣ

ᩍ⫱ࡢཎⅬ࡛ࡿ࠶

࠾ࡢࡑ㸪㌟㏆ࡀ

ᡭᮏࡽࡀ࡞ࡾ࠶ࡀ

Ꮫ࠸࡞࠸࡚⌧≧

╔ᮏᰯࠋࡿ࠶ࡀ

ᨭู≉ࠕ୰ࡢ༠㆟ㅰ㎡✲◊ࡢ᪂௵ᩍ㢌ࡓࡋ௵

Ꮫ⣭ࡢᤵᴗ◊✲࡚ࡵึཧຍࠋࡓࡋࡲࡋᏊࡶ㐩

ࠖࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀࡇࡪᏛࢆࡾࢃ㛵ࡢ⪅ᤵᴗጼࡢ

㸪᪂௵ᩍࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗṧ⪥ࡶ࡛ࡀ⠇୍࠺࠸

ົ௵㸦Ⓩ㍕⪅㸧ࡣ㸪ࠕ┴ᩍጤദࡢ◊ಟ୰㸪ఱᗘࡶ

ᾦࠋࡓࡋࡲࡋ┠ᣦࡍᩍᖌീࡢពࡀ⌮ゎ࡛ࠋࡓࡋࡲࡁ

࠸࡚ࡗㄒࡃ⇕ࠖࡓࡋࡲࡋኚ୍ࡀᩍ⫱ほࡢ࡛ࡲࢀࡇ

⟶ࡢᑗ᮶ࠋࡿ࠸࡚࠼ぬ࠺ࡼࡢࡇࡢ᪥ࡶࡇࡓ

⌮⫋ேᮦࡣࡿ࡚⫱ࢆ㸪ᅔࡿ࠸࡚ࡗᏊᐤࡾῧࡿ࠼

ຊࢆ⫱ᡂࡀࡇࡿࡍᚲ㡲࡛ࠋࡿ࠶ 
 
㸲 ࡵࡲ    

 Ꮚࡶ㐩ࢆ⌮ゎࡋぢྲྀࡿຊࢆ⫱ᡂ࡛ࡅࡔࡿࡍ⟶⌮⫋ 
ேᮦࡢ⫱ᡂࡀ༑ศᡂࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡅࢃࡿࢀࡉᗈ࠸ど㔝 
 㔜ࡶࡇࡿࡀ࡞ࡘࠎ᪉ࡢ㸪ᆅᇦࡾ▱ࢆ㸪ᆅᇦࡕࡶࢆ
せ࡛࠼⪄ࡿ࠶㸪ኟఇࡳ୰ࢆ⏝࡚ࡋᏛᰯᆅᇦ㐃⤡༠ 
㆟ࠋࡓࡆୖࡕ❧ࢆᆅᇦࡢせ⫋ࡿ࠶᪉ࠎᮏᰯ⫋ဨ 
 ༠ാⓗࡋඹ᭷ࢆㄢ㢟ࡃᕳࡾྲྀࢆ㐩ࡶ㸪Ꮚࡾࡀ࡞ࡘࡀ
 ᥋࠺ࡼ࠸࡞ࡢ♩㸪ኻࡋ⫈ែᗘ࡛ഴ࡞ㅬࠋࡓࡋ༠㆟
㐝Ẽࢆ࡞ࡿࡅ㸪᪥ࢁࡈ㸪ぢ࠸࡞ࡢࡇࡿᩍဨࡢ 
ጼࡓࡁ⏕ࠕ◊ಟ  ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡌឤࡓࡗࡀ࡞ࡘࠖ
 ᚋࡢ┠ࡶ๓ࡢᩍ⫋ဨࡢጼࢆぢྲྀࡾ㸪ᖖㄢ㢟ព㆑

࡞㇏ே㛫ᛶࡿࡁ⏕ࢆ௦࠸ࡋ⃭ࡢ㸪ኚࡅ⥆ࡕࡶࢆ

⟶⌮⫋ேᮦࡢ⫱ᡂ࠺ࡼࡿࡀ࡞ࡘດࠋ࠸ࡓࡾ࠸ࡲ࡚ࡵ 
 
 


